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【同窓会提供】�●緑茶サービスと桜美林グッズ販売（以徳館１F）� ●ほねごり接骨院�整体無料体験会（待望館１F）
10月28日（土）・29日（日）��大学祭�町田キャンパス��皆さまのお越しをお待ちしております。おさそい



︱
若
林
さ
ま
が
町
田
リ
・
ユ
ニ
オ
ン

に
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

若
林
さ
ま
　
こ
れ
が
最
後
か
な
？   

そ

う
い
う
挑
戦
の
気
持
ち
と
、
同
窓
の
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
自
体
が
ね
、
楽
し

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

︱
河
合
さ
ま
が
復
活
の
丘
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
偶
然
で
す
か
？

河
合
さ
ま
　
私
は
も
う
歩
け
な
い
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
て
ね
。
桜
美
林
が
懐
か
し
く
て
、

懐
か
し
く
て
泣
け
ち
ゃ
っ
た
の
。

︱
き
っ
と
天
国
の
安
三
先
生
ほ

か
皆
さ
ま
の
お
導
き
で
、
本
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
お
二
人
と
も
、
町
田
で
の
開
校
直

後
に
入
学
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
の
ご
入
学
で
し
た
か
？

若
林
さ
ま
　
両
親
の
す
す
め
で
す
。
お

か
げ
で
横
文
字
に
強
く
な
り
、
卒
業
後

に
９
カ
国
を
巡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
に

参
加
し
た
と
き
も
英
語
で
困
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

河
合
さ
ま
　
や
は
り
親
の
す
す
め
で
し

た
。
女
子
に
教
育
は
必
要
な
い
な
ん
て

い
う
人
も
い
た
時
代
で
し
た
が
、
当
時

の
桜
美
林
の
先
生
方
は
本
当
に
よ
く
し

て
く
だ
さ
っ
て
。
軽
井
沢
へ
一
週
間
も

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
と
兄
た
ち
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
こ
と
も

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︱
さ
て
、
入
学
ま
で
の
経
緯
を
伺
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
当
時
の

お
写
真
を
拝
見
し
な
が
ら
、
学
生
時
代

を
ひ
も
と
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

OBERLINER TALK
桜美林学園の黎明期に入学されたオベリンナーの

お二人に当時の貴重なお話を伺いました！

安三先生の教育でね、
心が強くなったんだなって

「すぐに祥子さんだってわかったわ」と河合さま。
時は経っても、懐かしい面影は鮮明ですね。

インタビュアー：
同窓会副会長　藤本順子（78大英卒）

若林祥子さま
町田市出身

桜美林高等女学校
1949年3月卒業

︱
若
林
祥よ

し

子こ

さ
ま
、
河
合
の
り
子
さ

ま
、
本
日
は
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
桜
美
林
学
園
は
2
0
2
1

年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
こ
町
田
に
1
9
4
6
年
5
月
開
校
、

同
時
に
高
等
女
学
校
が
設
立
認
可
、
翌

年
1
9
4
7
年
3
月
に
中
学
校
が
設
立

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
当
時
在
校

生
で
い
ら
し
た
お
二
人
に
い
ろ
い
ろ
と

お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
若
林
さ
ま
は
今
年
2
月
25
日
開
催
の

町
田
支
部
の
リ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
、
河
合

さ
ま
は
4
月
の
「
2
0
2
3
町
田

さ
く
ら
ま
つ
り
」
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
ご
縁
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
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河
合
さ
ま
　
陸
軍
の
造
兵
廠

の
寄
宿
舎
だ
っ
た
木
造
校
舎

は
、
冬
は
ス
ト
ー
ブ
な
し
で

コ
ー
ト
を
着
て
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
ね
。そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
別
段
気
に
せ
ず
一

生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

弱
い
人
を
放
っ
て
お
か
な
い

方
で
し
た
。
優
し
か
っ
た
。

小
柄
な
私
の
こ
と
も
外
で
働
く

の
を
心
配
し
て
、
先
生
の
事
務
所

で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

︱
河
合
さ
ま
、
中
学
校
は
共
学
で
し

た
か
？
　
男
女
の
割
合
は
？

河
合
さ
ま
　
男
女
共
学
で
し
た
。
女
子

の
ほ
う
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
１
ク
ラ

ス
60
数
名
い
た
と
思
い
ま
す
。

若
林
さ
ま
　
高
等
女
学
校
は
20
数
名
く

ら
い
。
制
服
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
で
つ

く
っ
た
も
の
を
着
て
、
徒
歩
で
通
っ
て

い
ま
し
た
。

河
合
さ
ま
　
お
弁
当
を
持
っ
て
ね
。

︱
学
校
の
雰
囲
気
や
校
舎
と
寮
の
様

子
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

若
林
さ
ま
　
校
舎
の
1
階
は
教
室
で
、

2
階
が
寮
に
な
っ
て
い
て
、
先
生
方
も

家
族
で
お
住
ま
い
で
し
た
。
夏
休
み
に

手
土
産
を
も
っ
て
洋
裁
の
先
生
の
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
、
洋
裁
を
教
わ
っ
た
り
し

ま
し
た
。
今
で
も
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
自
分
で
し
て
い
ま
す
。

た
り
と
3
年
間
勤
め
て
、
そ
の
後
定
年

ま
で
販
売
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
よ
い

上
司
に
恵
ま
れ
て
ね
。
人
と
の
出
会
い

で
人
生
悪
く
も
な
る
し
、
よ
く
も
な
る
。

私
は
心
が
強
い
っ
て
言
わ
れ
て
る
の
。

そ
れ
は
、
こ
の
学
校
で
安
三
先
生
に
出

会
っ
て
、「
望
み
を
失
わ
ず
」
の
教
育
を

受
け
た
賜
物
で
す
。

︱
本
日
、
学
園
に
い
ら
し
て
、
当
時

の
学
園
の
様
子
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
ま
し
た
か
？

河
合
さ
ま
　
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
く

な
っ
て
。
安
三
先
生
の
語
っ
て
ら
し
た

夢
が
実
現
し
て
校
舎
も
う
ん
と
立
派
に

な
っ
て
。
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

︱
桜
美
林
で
得
た
一
番
大
き
な
学
び
、

よ
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
た
か
？

河
合
さ
ま
　
こ
こ
で
先
生
方
や
み
ん
な

と
本
当
に
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
。
そ

れ
に
尽
き
ま
す
ね
。

︱
こ
れ
か
ら
の
桜
美
林
に
期
待
す
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

若
林
さ
ま
　
少
子
化
の
世
で
す
け
れ
ど
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
が
桜
美
林
に
来

て
く
れ
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

︱
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
、

楽
し
い
人
生
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
模
様
は
、
同
窓
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

温かい雰囲気で
家族のような学校でした

広報委員会一同でお二人をお迎えしました。

河合のり子さま
町田市出身
桜美林中学校
1948年3月卒業

︱
続
き
ま
し
て
、
創
立
者
清
水
安
三

先
生
、
郁
子
先
生
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

河
合
さ
ま
　
安
三
先
生
は
朝
礼
の
時
、

い
つ
も
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
、
お
お
ら

か
に
学
園
の
将
来
像
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
郁
子
先
生
は
と
て
も
真
面
目

な
方
で
し
た
ね
。

若
林
さ
ま
　
キ
リ
ス
ト
者
で
し
た
か
ら
、

︱
当
時
安
三
先
生
は
55
歳
く
ら
い
と

思
い
ま
す
が
、
桜
美
林
設
立
に
あ
た
り

「
学
而
事
人
」
を
学
園
の
モ
ッ
ト
ー
と

さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
の
お
仕
事
の
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

河
合
さ
ま
　
私
は
実
家
が
大
き
な
農
家

で
し
た
か
ら
、
農
業
を
。
働
く
こ
と
は

苦
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

若
林
さ
ま
　
先
生
の
事
務
所
で
は
お
客

様
に
お
茶
を
出
し
た
り
、
お
手
紙
を
書

い
た
り
、
購
買
部
で
ア
ン
パ
ン
を
売
っ

3
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60

70

賀寿礼拝を開催しました
85名の同窓生の皆さまを荊冠堂チャペルにお迎えして感謝の礼拝を捧げました

古古

◆◆◆◆◆◆����還暦を迎えて��還暦を迎えて��◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆����古希を祝って��古希を祝って��◆◆◆◆◆◆

還還 暦暦

希希

◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

4月22日、好天に恵まれて賀寿礼拝を執り行い、還暦41名、
古希21名、喜寿12名、傘寿11名のご参加をいただきました。
荊冠堂での木村牧師のお話や小池理事長、畑山学長、山本同
窓会会長のあいさつ、記念撮影の後、お時間のある方は桜カ
フェに移動していただき、お弁当とお茶で楽しい昔話に花を
咲かせました。共に青春を過ごした学び舎自体は様変わりし
たとはいえ思い出は色あせず、久しぶりに集まっ
た皆さまと昔に戻って集うことができました。 
 行事企画委員長　村田　望／88大中卒

賀寿礼拝　� 2023.04.22

色あせない思い出と共に

江渡 恵先輩が奏でる「主よ、人の望みの喜びよ」か
ら賀寿礼拝は始まりました。初めての礼拝は高校に
入学した今頃の季節だったなあと思いながら聴いた

「讃美歌312番」に、心地よい懐かしさがこみ上げ
てきました。そしてスライドで映し出された卒業写
真の校舎の風景は、44年前の1年Ｈ組の廊下へ私を
タイムスリップさせてくれました。「坊主頭で廊下
での休み時間、毎日ホント楽しかった～」最高の思
い出に還ることができた、還暦のお祝いでした。
最後に、礼拝を開催していただいた学
園同窓会の皆さまに心から御礼申し上
げます。 加賀谷　真／81高校卒友人と50数年ぶりにスクールバスで来校すると、

立派な校舎に学園の発展を見て驚くとともに、男子
バレー部で毎日汗を流した体育館は当時のままでと
ても懐かしく、在学中を思い出すことができました。
かつて清水安三先生が「君たちが卒業し20年・30
年後には胸を張って桜美林卒業生といえる立派な学
園にします」とおっしゃったことを覚えています。
創立100年が経過しても安三イズムが伝承され、進
化し続けていると実感しました。賀寿礼拝は、同級
生によるパイプオルガンの演奏で始まり、讃美歌で
当時にタイムスリップ。町田にて同窓
会を開催し、長くも短い楽しい一日を
過ごしました。 遠藤眞実／75大経卒

詳細は
ウェブサイトへ

4
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77

80
傘傘

より詳細な様子が同窓会ウェブサイトに掲載されていますので、P. 4のQRコードよりそちらもご覧ください。

◆◆◆◆◆◆����喜寿を迎えて��喜寿を迎えて��◆◆◆◆◆◆

喜喜 寿寿

寿寿

◆◆◆◆◆◆����傘寿を祝って��傘寿を祝って��◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

仲間と白球を追った高校時代、毎日厳しい練習に耐
え3年間通った母校。当時グラウンドの周りに何十
本もあった八重桜が春には見事に咲いていたことを
思い出しました。練習が終わると神奈中の最終バス
で町田方面と八王子方面へと舗装されていなかった
町田街道で帰りました。野球部の仲間たちとは長年、
年に数回町田や八王子で集まっています。女性も5
～6人が参加してくれています。学園の発展には、
ただただ驚くばかりで誇りに思います。
賀寿祝い事務局の方々、ありがとうご
ざいました。 大澤　實／64高校卒

10年ぶりのキャンパスはさらに変貌を遂げ、目を
見張るばかりでした。礼拝ではパイプオルガンの音
色が心に染み、久しぶりの讃美歌はいつの間にか大
きな声で歌っておりすっかりオベリンナーに。桜カ
フェでお弁当をいただきながらの学友たちとの談笑、
気分は学生でした。思い出深い復活の丘にも足を延
ばし、ご案内いただいた幹事の大沢様に「桜の園日
本一」、「復活の丘聖地化」等の事業計画を伺いまし
た。かつて安三先生が語っていらしたたくさんの夢
が受け継がれ、今現実のものとなって
おり喜ばしいことです。本当に楽しい
一日でした。 大篭美智子／63短英卒

桜カフェにてご歓談
礼拝後はお弁当と歓談のひと時を楽しんでいただきました

5
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詳細は
ウェブサイトへ2023 総会 &リ・ユニオン レポート

6月10日（土）に町田キャンパス・荊冠堂チャペルにて開催しました

2022年度 成果表彰 優秀な成果をあげた団体を表彰し、賞状ならびに報奨金を授与いたしました。

中学校・高等学校 書道部 
第46回 学芸書道全国展　優秀団体賞

中学校・高等学校 美術部 
第72回 学展　個人賞多数 ／ 第67回 全日本学生美術展　団体賞 努力賞

高等学校 軽音楽部 
第15回 東京都高等学校軽音楽コンテスト決勝大会　グランプリ 
第9回 全国高等学校軽音楽コンテスト　優秀賞　ほか

大学 弓道部 
第60回 伊勢神宮奉納大会 ／ 第70回 全日本学生弓道王座決定戦（男子）出場 
第46回 全日本学生弓道女子王座決定戦（女子）準優勝

ホールの入り口とチャペルの座席を使っての詩画展は、ひと
きわ参加の皆さまの目を引きつけました。自然の中の草花が
ひっそりとしかし力強く、星野さんの詩を引き立てています。
詩と絵が切り離すことのできない作品の数々。チャペルに心
なしか温かみを与え、卒業生を出迎えているようでした。

星野富弘さんミニ詩画展

中学校の体育教師時代、クラブ指導中の事故で頸髄を損傷、手足の自由を
失う。入院中、口に筆をくわえて文や絵を描きはじめ、国内外で作品展を
開くまでに。現在も創作活動を継続中。作品は富弘美術館で公開されている。

星野富弘さん

ゴスペルシンガーソングライターMigiwaさんの美しい声が
チャペルに響きわたりました。Migiwaさんは星野富弘さんの
詩に感銘を受け何曲か作曲もされています。チャペルでのコ
ンサートに相応しい曲の数々に心が洗われました。アメイジ
ング・グレイスなどきれいでゆったりとした高音が天井にま
で広がり、総会の後に素敵なひと時を持つことができました。

Migiwaさんスペシャルコンサート

Migiwaさん

クリスチャン家庭に生まれ、幼少
から教会の聖歌隊で音楽に親しむ。
アメリカで本場のゴスペルを聴き
感銘を受け、音楽活動を開始。自
身の不登校や引きこもりの経験か
ら生み出された楽曲や、透き通る
歌声で神様の愛を伝え、多くの人
に勇気と希望を与えている。

手をつないでの校歌斉唱とエールという桜美林ならではの締
めくくりには、参加の方々の笑顔が見られ、幹事一同も喜び
のうちに皆さまをお見送りできて嬉しく思いました。

https://www.obirin.jp/alumni/
topics/2023/jimukyoku/20230606.html

2023年度総会議事・予算・事業計画、2022年度事業
報告・一般収支決算報告・会計監査報告などの詳細は、
下記QRコード、または同窓会ウェブサイト記事内の
リンクからご参照ください。

完全な形での総会＆リ・ユニオンとして実に4年ぶりの復活
となり、同窓会として感慨もひとしおの開催となりました。
卒業生の方々と学園関係者を迎えて、総会・成果表彰・コン
サート、そしてリ・ユニオンまで、新型コロナウイルス感染
症のために何かと制約があった約4年間を乗り越えて、今年
はチャペルの席もご友人と隣同士に座っていただくことがで
き、参加者全員の集合写真も撮ることができました。
桜カフェで行われたリ・ユニオンでは、グループごとにテー
ブルにつき、ご歓談を楽しんでいただきました。久しぶりに

2023�総会＆リ・ユニオン　� 2023.06.10

4年ぶりに完全復活！

Report 01

Report 02
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世界中の同窓生の皆さま、ウィズコロナ
の時代となり、それぞれの環境でご活躍
のこととお慶び申し上げます。 日頃か
ら同窓会活動にご理解、ご協力をいただ
き心から感謝申し上げます。

学園同窓会と大学校友会

同窓会は今年で67周年を迎えました。
設立以来、同窓生向け会報の発行、桜ま
つり、リ・ユニオン、賀寿礼拝、中高成
人式茶話会、全国支部長会議の開催、地
域支部の設立、支部リ・ユニオン開催支
援、大学祭、中高文化祭支援等の活動を
行ってまいりました。
一方、2019年に学園主導で大学校友会
が設立されました。短大、大学、大学院
の卒業生を中心に在学生、教職員など大
学に関わる方々の親睦と在学生の支援、
母校の発展を目的にしており、昨年一般
社団法人になりました。ホームカミング
デーの開催、学生の就職をはじめ、卒業
生同士の職域ごとのつながりの構築にも
力を入れています。
コロナ禍が続きましたが昨年から対面に

よるイベントが再開され、同窓生の皆さ
まから、学園同窓会と大学校友会の違い
について質問を受ける機会が増え、今後
の学園同窓生組織を見直す必要性を感じ
ておりました。

同窓生組織再編の必要性

「桜美林学園連合同窓生組織」と「中高
同窓生組織」を新設し、「大学校友会」
と合わせてアンブレラ型組織への再編に
ついて学園、校友会と共に検討してまい
りました。新設する「連合同窓生組織」
が学園全体の同窓生組織を代表し、重要
事項の調整等を担当、「大学校友会」、「中
高同窓生組織」は独立性をもって各設置
校卒業生対象事業（例えば、年次、学部、
学群、ゼミ、クラブなどの事業）を行い
ます。リ・ユニオンをはじめとする学園
全体イベント、地域支部・職域別活動、
学園同窓会だよりの発行については、「連
合同窓生組織」のもとタスクフォースと
して「大学校友会」と「中高同窓生組織」
が合同で企画、催行、発行いたします。
学園卒業生は今年の3月で12万1千人を

超えましたが、日本の出生数は80万人
を下回り今後も減少傾向が続くことが予
想されます。
これからは学園全体の入学者数と質をい
かに確保していくかが大きな課題となり、
学園同窓生組織の役割もさらに大きくな
ることが考えられます。学園に寄り添え
る組織として、地域、職域、その他さま
ざまな同窓生ネットワークづくりのため
にも、母体となる同窓生組織を一本化す
ることは大きな意義があり、より効率的
な運営が可能になると考えています。

これからの発展のために

具体的な組織案、運営方法等を検討し、
早い時期に同窓生の皆さまにご提案させ
ていただきます。諸先輩方が築かれてき
た67年の同窓会の歴史を、次の世代に
よりよい形でバトンタッチすることで、
学園と同窓会の新しい発展に寄与できる
よう、今年度も活動を続けていく所存で
す。引き続き同窓生の皆さまのご理解、
ご協力をお願いいたします。

会長あいさつ��学園同窓生組織の再編に向けて
同窓会会長�山本美浩／79中学・82高校・86大中卒

多くの同窓生の皆さまをはじめ、ご退任された先生方もお越しくださり総勢136名での開催となりました。
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リ・ユニオンに参加して

会の締めくくりは、恒例の手をつなぎ輪になっての校歌斉唱。さらに強くなった絆を感じながらの閉会となりました。

会を見つけてはフラッと帰って
きたくなる母校、桜美林学園。

先のパンデミック渦中においてもしば
しば訪れては母校の存在に励まされ、
奮起し、長い闇夜のような年月を乗り
越えることができました。今年は実に
4年ぶりとなった「2023 総会 & リ・
ユニオン」、全国各地から集結した同
窓生の皆さんのエネルギーと桜美林学
園愛に触れ、オベリンナーとしての誇
りを改めて感じる一日となりました。
星野富弘さんの素敵な作品展やゴスペ
ルシンガーソングライターのMigiwa
さんの心洗われるコンサート、また皆
さまとの楽しい交流会、心尽くしのお
時間が心身に染み渡る思いでした。参
加させていただけたこと、
心から感謝です！
 戸田奉美／99大英卒

機
972（昭和47）年4月、私は桜
美林高校に入学しました。高校、

大学と桜美林で過ごした7年間がその
後の人生の土台をつくったと実感して
います。社会に出て幾多の困難を乗り
越えるにあたってはこのころの経験が
役立ちました。リ・ユニオンは久しぶ
りの参加でしたが、星野富弘さんの詩
に触れMigiwaさんの賛美に心が洗わ
れる思いでした。学園は大きく変貌し
ましたが安三先生の教えと、桜美林の
伝統は今も生きていると
感じる時間を持てました。
 吉野幸一／78大商卒

1

親会の折、同席した先輩・後輩
とビジネス交流することができ

ました。参加した方々に年齢差はあっ
ても、「同じ環境で過ごした」という、
話題の共通項が多い同窓のつながりは、
懐かしい話はもちろんのこと、未来志
向で語る交流もできると感じました。
SNSが広範に活用される今だからこそ、
深いコミュニティーが大事にされる時
代。交流を広げるひとつの選択肢とし
て今後もこの場を大事に
していきたいと思います。
 木村勇也／03大院卒

懇

igiwaさんのスペシャルコンサー
トはアメイジング・グレイスか

ら始まり、透き通った美しい歌声に心
洗われる思いがしました。
リ・ユニオンでは、夏の全国高校野球
選手権大会で優勝したときに活躍され
た菊池太陽選手のあいさつがありまし
た。ちょうど在学中の出来事で、私自
身は甲子園まで応援に行く機会はあり
ませんでしたが、テレビで試合を観戦
し応援した当時の記憶がよみがえって
きました。今でも懐かし
い思い出となっています。
 吉田恵子／77高校卒

M

演歌歌手・飛鳥とも
美として、デビュー
10 周年を迎える戸
田さん。即興で歌っ
てくださいました！
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第二部の懇親会は桜カフェにて行いました 小礒校友会
会長の乾杯で

スタート！



蔡 兆申さん（70高校卒）が理化学研究所の
中村泰信氏と共同研究した『超伝導量子
ビットとその量子制御に関する先駆的研究』
において、日本学士院賞を受賞しました。
この賞は学術上特に優れた論文、著書、そ
のほかの研究業績に対して毎年贈呈される

ものです。蔡さんは受賞にあたって「超伝
導量子回路の研究は今世界中で急速に発展
しており、この分野の開拓に尽力できたこ
とはとても嬉しく今後の発展を楽しみにし
ています」と喜びを述べました。両氏は超
伝導量子ビットの研究を進めるとともに、
応用分野での研究やハイブリッド量子系の
研究でも先導的な役割を果たし、卓越した
成果を達成し受賞となりました。

2023.3.13

蔡
ツァイ

兆
ヅァオ

申
シェン

さん日本学士院賞受賞

活躍する
オベリンナー

事
に
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
酸
素
の
中
国
投
資
性
会
社

で
総
経
理
（
社
長
）
職
に
あ
り
、
傘
下
中

国
6
社
の
董
事
長
（
会
長
）
と
4
社
の
董

事
（
取
締
役
）
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。
駐

在
は
2
回
目
で
、
前
回
は
大
連
に
9
年
。

2
人
の
娘
は
大
連
日
本
人
学
校
の
卒
業
生

で
す
。
6
年
の
本
社
勤
務
を
経
て
今
年
で

上
海
4
年
目
と
な
り
ま
す
。
ダ
メ
ダ
メ
学

生
も
今
は
通
訳
を
介
さ
ず
会
議
や
商
談
に

臨
ん
で
い
ま
す
。
私
は
2
人
の
桜
美
林
の

先
輩
の
導
き
で
、
人
生
が
決
ま
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
な
り
に
苦
労
と
努

力
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
が
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。「
桜
美
林
」
は

人
生
最
大
の
夏
休
み
的
感
覚
で
あ
り
な
が

ら
、
道
標
を
与
え
て
く
れ
た
場
所
で
す
。

　
末
尾
な
が
ら
学
園
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

上
／
佐
藤
さ
ん
（
左
）
と
大
連
経
済
開
発
区
主
任

（
右
）
と
の
会
談
風
景
。
下
／
上
海
工
場
の
様
子
。

は
男
女
と
も
上
位
リ
ー
グ
で
ご
健
闘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
16
部
中
の
14
部
で

し
た
。
何
年
も
か
け
て
昇
格
し
続
け
た
後

輩
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
4
年
生
の
夏
。
教
員
資
格
も
な
い
。
中

国
語
も
話
せ
な
い
。
遅
ま
き
な
が
ら
危
機

感
を
覚
え
、
一
念
発
起
し
1
年
休
学
し
て

台
湾
師
範
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。
中
文

科
な
の
に
ニ
ー
ハ
オ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
３
か
月
程
で
簡
単
な
日
常
会
話

を
習
得
。
火
事
場
の
何
と
か
で
し
ょ
う
か
。

　
留
学
後
半
に
中
文
科
1
年
先
輩
で
現
在

同
窓
会
の
会
長
で
あ
る
山
本
さ
ん
よ
り
、

日
本
酸
素
を
受
け
て
み
な
い
か
？
　
と
お

声
掛
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
正
直

全
く
知
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
山
本
さ
ん

が
勤
め
て
い
ら
し
た
会
社
で
、
産
業
ガ
ス

国
内
最
大
手
企
業
。
入
社
試
験
を
受
け
無

先
輩
の
勧
め
か
ら
始
ま
っ
た�

キ
ャ
リ
ア
形
成�

 「
お
前
は
浪
人
し
て
も
遊
ぶ
だ
け
。
桜
美

林
を
受
け
ろ
」
国
語
の
教
師
を
夢
見
た
高

校
時
代
。
バ
レ
ー
部
の
仲
間
と
過
ご
す
時

間
が
楽
し
く
て
一
向
に
受
験
勉
強
に
身
が

入
ら
ず
、
浪
人
か
な
。
と
考
え
て
い
た
ら
、

担
任
の
先
生
に
そ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

 「
中
文
科
は
古
文
漢
文
に
強
い
教
師
に
な

れ
る
」
と
の
魔
法
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
り
、

推
薦
試
験
で
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
担
任

は
桜
美
林
大
学
英
文
科
卒
で
教
師
に
な
っ

た
ば
か
り
。
桜
美
林
を
推
し
た
理
由
の
一

つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
母
校
の

校
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
桜
美
林
の
華
や
か
な
雰
囲
気
に
毎
日
ウ

キ
ウ
キ
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

が
、
中
国
語
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
苦

労
し
ま
し
た
。
肝
心
の
教
職
課
程
も
必
須

科
目
が
多
く
思
え
、
２
年
進
級
時
に
中
国

文
学
コ
ー
ス
を
選
択
。
国
語
教
師
の
夢
も

あ
っ
さ
り
諦
め
た
ダ
メ
ダ
メ
学
生
で
し
た
。

　
大
学
で
も
バ
レ
ー
部
に
入
部
。
現
在
で 人

生
に
出
会
い
と
道
標
を

与
え
て
く
れ
た
桜
美
林

大
陽
日
酸（
中
国
）投
資
有
限
公
司�

董
事
総
経
理（
取
締
役
社
長
）�

佐
藤
克
哉
さ
ん（
88
大
中
卒
）

Oberliner News
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初

・広島市内で開催！ 楽しい企画を準備中

18

年ぶりの開催です！ 祝・20回記念開催！4年ぶりの開催です！

■全国支部長会議 ■

連日の自然災害の報道に際し 謹んでお見舞い申し上げると共に 被災地域の一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます

7月1日（土）オンラインで開催された全国支部長会議についてご報告いたします

第6回�全国支部長会議開催報告

7 支部 8 名の各支部代表の方々と同窓会本部幹事 9 名、学園
から2名が参加して、「第6回全国支部長会議」を開催しました。
会議では、支部代表者による支部運営や活性のための意見交
換、同窓会山本会長より 2020 年度から 2022 年度に行った
学園支援および学園同窓生組織の再編に向けての説明のほか、
学園総務部和田部長より学園現況報告とグラミン日本との取
り組みの紹介、募金課小暮氏より「ふるさと桜募金」の紹介が
ありました。
コロナ禍で自粛していた支部会も昨年後半より徐々に増え、
2023年は活発に行われ始めました。まず6月25日に宮城支部、
7 月 8 日に兵庫支部が再開。今後の支部会開催予定としては、
9 月 2 日に 14 回目の開催となる横浜支部、10 月には広島支

ご参加をお待ちしています。詳細は同窓会事務局へお問い合わせください。

八王子支部

1月27日
土曜日

千葉県支部

2月3日
土曜日

広島支部

10月7日
土曜日

新支部が発足します

山形支部

10月21日
土曜日

沖縄支部

11月18日
土曜日

相模原支部

11月25日
土曜日

部初の広島市内開催、山形支部発会式、11 月には沖縄支部、
相模原支部、2024 年 1 月には八王子支部が 18 年ぶりの再開、
2 月には千葉県支部 20 回記念を予定しています。このほかに
も、町田支部や四国支部発会式が調整中で、新たなスタート
やリスタートする楽しみな支部会が盛り沢山となっています。
各支部のおおむねの課題は、若い同窓生の参加がなかなか増
えないこと、次の世代への引き継ぎなど。同様に本部もこれ
らの解決の一助になるべく校友会との統合に向け取り組んで
います。来年度の支部長会議には全支部に参加していただき、
新たな方向性や課題解決への施策を皆さまと共
有できるよう準備してまいりたいと思います。 
 組織推進委員長　井伊公友／79 大商卒

各支部リ・ユニオン開催について�～出席者を増やすための取り組み～

宮�城 大森幹事／今年は仙台駅近くで「仙台短編文学賞」
大賞受賞の大谷努さんをゲストに開催。今後も同
窓生の輪を広げていきたいと考えている。

千葉県 伊東支部長／次回は20回記念、教え子だけでな
く保護者にもお声掛けし、学園紹介など楽しい企
画で大々的に開催しようと思っている。

横�浜 田中支部長・芳賀副支部長（意見発表）／若い会
員の参加が増えるよういろいろな企画をもって、
縦にも横にも広がっていく支部会を目指したい。

町�田 大沢支部長／桜勉強会を兼ね学園施設での支部会
を検討。学園を基軸として同窓生皆で楽しめるた
くさんの“場”を作っていきたい。

相模原 霧生支部長／継続して参加していただけるよう、
年一度の支部会以外にも町田支部と合同イベント
を開催するなど活動していきたい。

広�島 今川支部長／若い世代の参加促進のため開催地を
今までの福山市から広島市に初めて変更する。楽
しい企画を模索中、本部のご協力もお願いしたい。

山�形 手塚氏（発足代表者）／熱意あるメンバー6名で
発会に向け進めている。安三先生の生涯の動画上
映など学園の歴史や志を共有しようと考えている。

いよいよ発足します。ぜひお越しください。山形支部 発会式
日時／10月21日（土） 18：00～20：00 （受付17：30～）
会場／東京第一ホテル 鶴岡　会費／5,000円

支部会リ・ユニオン�今後の開催予定
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Restaurant estＹにて、第19回リ・ユニオンを開催しました。
今回は41名とたくさんの方にご参加いただきました。コロ
ナ禍で3年ぶりの開催となったこともあって大変盛り上がり、
あっという間に楽しい時間が過ぎていきました。千葉県支部
は2003年に伊東茂治支部長のもと発足しました。来年は千
葉県支部20回記念。今からとても楽しみです。
皆さまのご参加をお待ちしております。
 並木こずえ／93大英卒

千葉県支部� 2023.2.4

第19回 リ・ユニオン開催報告
支部会

詳細は
ウェブサイトへ広げようオベリンナーの輪

全国に広がる支部会、同窓会、クラブ活動OB会などの活動をお知らせします

レンブラントホテル東京町田にて、6年ぶりとなる第7回町田
リ・ユニオン「早桜のつどい」を開催しました。学園をはじめ、
校友会、同窓会から来賓の皆さまが集いを盛り上げてくださ
り、隣接支部の方々の応援もいただきました。大学エイサー
部の演舞、桜美林にちなんだクイズ大会や空くじなしの抽選
会など、ご来場の皆さまと礼拝祈祷から学園歌
斉唱まで楽しく、無事に終了することができま
した。 大沢則夫／65高校・92大中・96大院卒

町田支部� 2023.2.25

第7回 町田リ・ユニオン開催報告
支部会

宮城支部� 2023.6.25 兵庫支部� 2023.7.8

第5回 宮城リ・ユニオン開催報告 第5回 兵庫リ・ユニオン開催報告
支部会 支部会

「お気楽な会ですから」という幹事の言葉を全く信用せず、
孤独を覚悟しつつ、ゲストとしてお越しになる文学賞受賞者
の大谷努さんに会いたい一心で初参加。杞憂でした。先輩た
ちは旧知の間柄のように温かく、心から歓迎してくれました。
おかげさまで半世紀前の学園風景等々を懐かし
く語り、楽しい時間を過ごすことができました。
感謝。 半

はん

谷
がい

政宣／72大経卒

支部活動が「再出発」しました。第1部の支部総会では、よ
り継続性の高い支部活動が可能となるよう支部会則を制定し、
あらためて幹事5人および監査役を選出。第2部の懇親会では、
美味しい料理とお酒を楽しみながら、桜美林で過ごした時期
や学校種を超えて、思い出話や近況報告に花を咲かせました。
今後の支部活動は、支部長に秋山良秀、事務局
長に高村麻実が就任。新しい体制で協議を進め
てまいります。 秋山良秀／98大中卒
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高校野球部� 2023.01.22

3年ぶりの開催！ 弾む声、明るい笑顔！
OB会

� 2022.11.20

1976年度高校卒業 第5回 桜
さくら

五
ご

一
い ち

会

東京・自由が丘にて「楽呼の会新年会」が久しぶりに開催さ
れました。同窓生でもある南雲先生にもご参加いただき、
79年度卒から91年度卒という幅広い世代の約20名が集まり
ました。卒業以来数十年ぶりにお会いする先輩もいれば、初
めましての方もいらっしゃいましたが、そこは皆「元・桜の
園の若人たち」。お酒が進むにつれ思い出話と近況報告に話
が弾み、あっという間に時間が過ぎていきました。その後も
二次会、三次会へと流れ、名残を惜しみながらのお開きとな
りましたが、まさにこの会の名前の由来・論語
の「有朋自遠方来、不亦楽呼」をそのまま表し
たような会となりました。 高山超夫／91大中卒

� 2023.01.08

中文科有志「楽呼の会新年会」開催
同窓会同窓会

高校野球部OB会は平成17年に設立し、会員相互の親睦・交
流および高校野球部の応援を目的に活動しています。
今回は3年ぶりに16回目の総会・懇親会を開催、32～80歳
という幅広い年代の約80人が集まりました。また、山本美
浩同窓会会長、長年にわたり応援いただいている小川康夫さ

今回は同級生89名と伊藤隆吉先生、浜野（旧姓井上）綾子
先生、藤崎堅信先生の恩師3名にご出席いただきました。
懐かしい皆さんの元気なお顔を拝見でき、開催してよかった
と心から思うとともに再会を喜ぶ友との話は尽きず、時間が
瞬く間に過ぎるひと時でした。高校3年時に野球部が夏の甲
子園で優勝を果たしたこともあり、私たちの絆は今でも強く、
応援エールと校歌斉唱は必須プログラムとなっています。
次回は2028年に迎える古希の長寿祝いも兼ねる会にするこ
とを見据え、会期を3年毎へ変更し、2025年（令和7年）11
月の開催予定です。元気なお姿でお会いするこ
とを楽しみにしています。
 桜五一会会長　岩本茂生／76高校・80大商卒

まにもご出席いただき、近況、思い出話などに花を咲かせ、
アットホームな雰囲気の中、心温まる時間となりました。
今後の野球部の活躍を期待するとともに、来年度が最後の大
会となる片桐幸宏監督を激励する「にわか応援団長」による
エールも送りました。締めは、全員で校歌を大合唱！　
今後とも桜美林高等学校野球部ならびに、OB会
をよろしくご支援のほどお願いいたします。 
 OB会会長　菊池太陽／76高校・80大商卒
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多賀元春／82大商卒� （東京都）
大学を卒業して40年以上が経ちますが、いまだに同窓会だよりを
お送りいただいていることに感謝申し上げます。冊子を拝見して、
我々の時代と学園もずいぶんと変わったものだと感じております。
今後の学園の益々のご発展を祈念しております。

藤田慶喜／元大学教員� （東京都）
元気にしております。海外産業人材育成、国際環境政策研究、日本
リユース機構人間環境活性化研究などで汗をかいています。チェコ
出身の桜美林留学生が2025年大阪万博館長となり、藤田ゼミ生と
激励会と見学旅行をします。昨年『共生感謝録』を上梓しました。
大学の繁栄と卒業生の成長が楽しみです。

皆さまからのお便りひろば

丸　優泰／18大院卒� （千葉県）
大学アドミニストレーション研究科で学んだことを追究し続け、新
しい職場に巡り合えました。そして新しい職場では、桜美林でお世
話になった先生と再会することができました。桜美林によってもた
らされた一期一会に心より感謝申し上げます。

林　麻紀／03大院卒� （東京都）
大学院修士課程を修了して、20回目の春がやってきました。臨床
心理学専修の1期生です。今思えば、恵まれた実習施設、カリキュ
ラム、何より先生方と仲間たちに囲まれていたと感じます。現場に
出てからも学びの日々ですが、基礎をつくってくれた桜美林に感謝
しています。

齋藤正美／96大英卒� （滋賀県）
寒かった冬が終わり、春になり忙しくしているうちに桜（ソメイヨ
シノ）が散ってしまいました。ツツジが咲いているのを見ると、大
学のキャンパスの赤（ピンク）のツツジがきれいに咲いていたのを
思い出します。よい思い出です。どうもありがとうございました。
学生がんばれ！

小堀敦子／92大商卒� （茨城県）
なんと、23年ぶりに桜寮で一年間寝食を共にしたルームメイトと
再会しました。結婚式をのぞけば、実に32年ぶりです。楽しかっ
た寮での思い出が次から次へと出てきて、そんなことまで覚えて
る？　という内容までありました。小林舎監先生にあの桜寮でお会
いしたいです。

ひろばへお声をお寄せください
同封のハガキ、同窓会ウェブサイトの掲載申し込み
フォーム、右のQRコードから投稿が可能です。

中村紀子／80短英卒� （神奈川県）
いつも同窓会だよりをありがとうございます。短大入学式前日の崇
貞入寮式は、美しい桜に見守られながらも、緊張し不安でいっぱい
でした。先輩（長崎県出身）１人と同級生（群馬・新潟・長野県出
身）3人の4人部屋でした。入寮式の夜は、部屋で先輩方がお菓子
やジュースで祝ってくださり、不安はすぐ消え笑いに包まれました
…。40年前のことですが、桜の季節になると思い出します。結婚
を機に淵野辺近辺に住み、好きな英語関係の仕事をしております。
桜美林中学へ進学する生徒もいます。多岐にわたり桜美林に感謝の
思いを忘れることはありません。

提撕館
創立者清水安三先生が尊
敬する儒学者・中江藤樹
の教え「提撕警覚（ていせ
いけいかく）」に由来。教
員・学生がお互いを叱咤
激励しながら、何度くじ
けても諦めずに挑戦を続
けてほしいという願いが
込められています。

自々寮
パイロット志望学生の寮
として、「自由自治」が命
名の由来です。「自らの
意思によって自らを統治
する」という意味で、パ
イロットとしての強い責
任感と、高貴な精神を育
んでほしいという想いが
込められています。

2023年4月オープン

多摩アカデミーヒルズに新校舎開設
NEWS

航空・マネジメント学群のキャンパス、多摩アカデミーヒル
ズ（多摩キャンパス）に、航空業界を志す学生たちが切磋琢
磨して学び合う場として、新たな教室棟〈提

てい

撕
せい

館〉と寮棟
〈自

じ

々
じ

寮〉が整備され、教育環境・施設設備が一新しました。
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ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
を
聞
く
　（
完
）

�

オ
ベ
リ
ン
に
て
　
清
水
安
三

　
そ
れ
か
ら
米
国
は
、
ど
う
だ
と
、
叫
ん
で
、

彼
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
建
国
の
精
神
、
ピ
ュ
リ

タ
ン
の
開
拓
精
神
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
コ
ル

ン
の
こ
と
を
語
っ
て
、
米
国
の
偉
大
な
る
こ

と
を
う
ん
と
喋

し
ゃ
べ

っ
た
。
聴
衆
は
、
さ
な
く
っ

て
も
、
う
ぬ
ぼ
れ
強
い
米
人
の
こ
と
で
あ
る
。

口
笛
を
水す

い

雷ら
い

艇て
い

の
汽き

笛て
き

の
よ
う
に
吹
き
、
足

を
ふ
み
鳴
ら
し
さ
て
は
椅
子
の
上
に
飛
び

上
っ
て
、
米
国
万
歳
を
叫
ぶ
青
年
が
あ
る
。

え
ら
い
こ
と
で
あ
る
。
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー

は
一
通
り
の
騒
ぎ
が
終
る
と
、
拍

ひ
ょ
う

子し

木ぎ

の
如

き
も
の
で
卓
を
叩
い
て
静
ま
ら
せ
た
。
彼
は
、

こ
の
時
の
み
で
な
く
、
こ
の
も
の
で
卓
を
よ

く
叩
い
た
。「
し
か
し
、
か
か
る
偉
大
な
る

米
国
は
過
去
の
米
国
で
、
今
は
世
界
中
の
一

番
堕
落
し
た
国
と
な
ら
ん
と
し
て
い
る
」
と

毒
な
程
で
あ
っ
た
。
彼
が
「
偉
大
な
る
は
過

去
の
米
国
で
現
在
の
世
界
の
最
劣
等
国
だ
」

と
叫
ん
だ
時
に
、
卓
の
上
に
飛
び
上
り
、
そ

の
足
つ
ぎ
に
し
た
椅
子
を
左
右
前
後
の
宙
に

振
り
廻
し
出
し
た
時
は
、
二
万
の
聴
衆
は

「
エ
イ
ヤ
ー
」
と
日
本
語
の
お
伊い

勢せ

詣ま
い

り
の

か
け
声

0

0

0

見
た
い
な
奇
妙
な
声
を
出
し
て
叫
ん

だ
。
終
っ
た
の
が
十
時
で
、
彼
は
二
時
間

き
っ
ち
り
語
っ
た
。

　
最
後
の
一
五
分
は
身
の
上
話
で
あ
っ
て
、

彼
が
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
時
に
彼

の
妻
は
よ
く
祈
っ
た
。
す
る
と
彼
は
妻
に
、

日
曜
日
丈だ

け
は
祈
ら
な
い
で
呉
れ
、
日
曜
日

は
自
分
が
野
球
し
て
居い

る
の
で
あ
る
か
ら
、

神
は
こ
の
日
は
自
分
の
家
に
は
居
ら
ぬ
と

い
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
喋
る
と
き
に
サ
ン

デ
ー
は
妻
の
方
を
向
い
て
「
ベ
ル
そ
う
だ
っ

た
ね
」
と
や
っ
た
。
す
る
と
講
壇
の
後う

し
ろ

に
ク

ワ
イ
ア
ー
と
共
に
居
る
夫
人
は
軽
く
う
な
づ

い
て
拍
手
し
た
。

　
あ
る
時
シ
カ
ゴ
に
行
っ
て
、
試
合
に
行
く

途
中
、
バ
ン
ビ
ュ
レ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
通

り
か
か
っ
た
時
に
、
路
傍
の
一
小
教
会
か
ら
、

讃
美
歌
が
聞
え
る
。

  “I�need�Thee

（
恵
み
深
き
主
の
ほ
か
）”

　 
と
い
う

　�

そ
の
歌
は
已す

で

に
亡
く
な
っ
た

　 

母
が
よ
く
歌
っ
た
讃
美
歌
だ
。

　 

自
分
は
立
ち
止
っ
て
、

　 

亡
き
母
の
こ
と
を
思
う
た
。

　
此
の
時
、
恰あ

た
か

も
木
村
（
清
松
）
先
生
が

「
母
は
口
で
な
め
た
糸
で
、自
ら
作
っ
て
俺
に

着
物
を
呉
れ
た
」
︱
と
い
っ
て
お
泣
き
に

な
る
時
の
シ
ー
ン
が
髣ほ

う

髴ふ
つ

と
し
て
サ
ン
デ
ー

に
現
わ
れ
て
居
る
。
ビ
リ
ー
・
サ
ン
デ
ー
先

生
日
本
の
木
村
（
清
松
）
先
生
を
真
似
し
て

い
る
な
と
思
う
た
。
こ
の
時
、
自
分
は
野
球

場
へ
行
っ
て
「
俺
は
も
う
今
日
限
り
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
は
止や

め
だ
。
マ
ザ
ー
が
止よ

せ
と
い
う

ん
だ
。」
彼
は
こ
う
い
い
放
っ
て
、
沢た

く

山さ
ん

の

収
入
に
な
る
野
球
事
業
を
止
め
て
、
伝
道
者

を
希
望
し
て
勉
強
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
彼
が
い
う
こ
と
に
は
、「
わ
し
の
友
人
の

何
某
も
、
そ
れ
か
ら
何
某
も
野
球
を
止
め
ず
、

大
酒
飲
ん
で
、
一
人
は
酔
う
た
ま
ま
自
働
車

に
ひ
き
殺
さ
れ
、
一
人
は
今
猶な

お

半
身
不
随
に

な
っ
て
、
生
き
た
ま
ま
死
ん
で
居
る
。
し
か

る
に
自
分
は
…
…
」
と
い
う
や
否
や
、
再
び

卓
上
に
飛
び
上
り
、
そ
れ
を
感
謝
に
耐
え
ぬ

と
い
い
、
右
手
を
上
の
方
に
上
げ
「
グ
ッ
ド
、

ナ
イ
ト
我
が
老
友
ク
リ
ブ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
と

言
い
乍な

が

ら
、
日
本
の
活
動
弁
士
が
や
る
よ
う

に
、
右
手
を
下
に
お
ろ
し
お
尻
を
後
方
に
出

し
、
身か

ら
だ体
を
前
に
や
や
か
が
め
た
。

　
会
場
か
ら
出
る
の
に
約
二
十
分
か
か
っ
た
。

遉さ
す
がは
米
人
で
混
雑
す
る
こ
と
な
く
、
ゆ
る
ゆ

る
お
静
か
に
解
散
し
た
。
私
は
、
そ
れ
か
ら

五
十
人
乗
の
乗
合
自
働
車
に
乗
っ
て
オ
ベ
リ

ン
に
帰
っ
た
。
帰
る
と
ワ
イ
フ
が
、「
ど
う

で
し
た
。
感
動
す
る
所
あ
り
ま
し
た
か
」
と

問
う
た
の
で
「
う
ん
面
白
か
っ
た
。
土み

や
げ産
話

が
一
つ
ふ
え
た
訳
さ
」 

（
終
り
）

や
っ
た
。
群
衆
は
再
び
あ
っ
け

0

0

0

に
取
ら
れ
て

喝
采
す
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
コ
ル
ン
は

黒
い
奴
隷
を
血
を
以
っ
て
解
放
し
た
が
、
今

や
米
国
は
「
白
い
奴
隷
」
で
満
ち
て
い
る
で

は
な
い
か
。
そ
う
言
っ
て
白は

く

奴ど

た
る
密み

っ

娼し
ょ
うの

数
を
上
げ
て
、
リ
ン
コ
ル
ン
当
時
の
奴
隷
の

数
と
比
較
す
る
。
そ
れ
か
ら
自
働
車
も
猫
も

杓し
ゃ
く

子し

も
用
い
て
、
爲
め
に
一
年
に
何
万
の
人

が
怪
我
し
て
死
ぬ
。
そ
の
死
ぬ
数
を
私
は
忘

れ
た
が
一
々
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
っ
て
、
欧
洲
大
戦

の
死
者
数
と
比
較
す
る
。
又
、
酒
の
密み

つ

醸じ
ょ
う

者

の
数
を
上
げ
て
、
憂ゆ

う

国こ
く

の
情
禁
ず
る
能あ

た

わ
ず

と
い
う
と
こ
ろ
を
見
せ
る
。

　
斯か

か
る
話
を
し
て
い
る
間
、
常
に
壇
上
を

駆か
け

づ
り
廻ま

わ

る
。
そ
れ
を
、
モ
ン
キ
ー
・
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
私
は
寧む

し

ろ
、
動

物
園
の
獅
子
の
よ
う
に
思
う
た
。
歯
を
む
き

出
し
て
、
あ
ち
ら
に
行
き
こ
ち
ら
に
行
き
そ

の
忙
し
い
こ
と
、
聴
衆
の
一
人
と
し
て
気
の

原
文
、
難
し
い
本
漢
字
は
略
漢
字
に
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名

遣
い
に
改
め
ま
し
た
。
難
し
い
漢
字
に
は
振
り
仮
名
を
振
り
、

随
時
（
　
）
で
言
葉
を
補
い
、
句
読
点
を
付
け
ま
し
た
。
自
働

車
と
欧
洲
は
そ
の
ま
ま
で
す
。 

小
林
　
茂
／
51
高
校
卒

大
正
15
年
（
1
9
2
6
年
）
5
月
26
日

清
水
安
三
先
生
随
筆

「
基
督
教
世
界
」
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ご逝去された方々　謹んでご冥福をお祈りいたします。 卒業生は敬称略  （　）内は旧姓  〔　〕内は逝去年月

2023年3月から全５巻順次発刊

『小泉郁子教育論集』
BOOK

2023年4月発刊

『プログラミングPHP（第4版）』
BOOK

小泉郁子教育論集
第一巻

ジェンダーフリー教育
論創社／4,180円（税込）

ISBN：978-4-8460-2247-1

プログラミングPHP （第4版）
Kevin Tatroe・

Peter MacIntyre著
永井勝則監訳　中野 圭訳
オライリー・ジャパン／

4,290円（税込）
ISBN：978-4-8144-0027-0

濱田宏美監督 
ご逝去

追 悼

上／シートノック中の濱田監督。下／優勝旗を囲んで。左から濱田監督、
清水安三先生、橋本校長、佐藤部長（1976年）。

瀬沼克彰名誉教授  …………………  〔23.07〕
濱田宏美元高校野球部監督  ………  〔23.03〕
鈴木（坂口）玲子先生 …… 58短家卒 〔23.02〕
田中（多田）邦子 ………… 56高校卒 〔21.06〕
戸田英夫 ………………… 72高校卒 〔23.02〕
林　義明 ………………… 83大商卒 〔23.03〕
佐藤正幸 ………………… 77大商卒 〔21.06〕
前田（会田）寛美 ………… 69短家卒 〔22.10〕
渡辺正勝 ………………… 53中学卒 〔22.09〕

萩原富美男 ……………… 73高校卒
浅谷（咲間）玲子 ………… 56高校卒 〔23.01〕
新井賢二 ………………… 75大経卒 〔23.04〕
鎌田祐二 ………………… 80大商卒 
山本（田中）摂子 ………… 78短家卒 
菊地秀幸 ………………… 76高校卒 
水谷直紀 ………………… 81大英卒 
舞田麻子 ………………… 87高校卒 〔23.01〕
谷合富夫 ………………… 70大英卒 〔22.11〕

吉川　保 ………………… 58高校卒 〔23.02〕
竹内　猛 ………………… 60高校卒 〔21.03〕
桑沢千織 ………………… 80短英卒 〔20.05〕
黄木康浩 ………………… 81高校卒 〔22.10〕
杉井　弘 ………………… 50中学卒 〔23.04〕
石渡（野渡）さち子 ……… 87大中卒 〔19.11〕
矢野磨花 ………………… 66高校卒 〔23.04〕
川井　明 ………………… 52高校卒 〔23.05〕

崇貞学園・桜美林学園の発展に生涯を捧げた清水（旧姓小泉）
郁子先生は、1910年代から女性の地位向上を目指し、「新し
き女性」像を追求するリーダーとして活発に活動を行い、後

中野 圭さん（91高校卒）が、コン
ピュータ解説書などで有名なオラ
イリー社から出版された洋書『プ
ログラミングPHP』の翻訳を担当
され、2023年4月に改訂第4版が
発刊されました。ウェブアプリ
ケーションの開発言語、PHPの基
本から実践までを解説した実用書
です。インターネットを中心にさ
まざまなタイミングで事典として
も活用できるものとなっています。

年は教育実践者として、また妻と
して公私共に安三先生を終生支え
ました。桜美林大学出版会では、
郁子先生が生涯を通じて発表した
著書と論説を中心に選定・編集し、

『小泉郁子教育論集』（全5巻）を
順次発刊することになりました。
2023年3月16日刊行の第1巻は、

『男女共学論』（1931年）と関連す
る論説を集め、郁子先生の教育思
想の中心となる「男女共学」問題
にスポットを当てています。

濱田宏美先生が3月30日にご逝去
されました（享年76）。ここに謹
んでお悔やみを申し上げます。
濱田先生は桜美林高等学校野球部
の監督を昭和44年から55年まで
務められ、甲子園出場を4度成し
遂げられました。
特に、昭和51年夏の大会の初出場・初優勝という功績は、
今でも語り継がれています。
濱田先生は自ら打って投げて走って見本を示す実践的な指導
を行うとともに、積極性を大事にする監督でした。また、生
活面にも目を配り、厳しい指導を受けた部員たちもいました。
プロ野球でも通用するほどのノックの達人であられた、濱田
先生の在りし日のお姿を偲び、心からご冥福をお祈りいたし
ます。 桜美林高等学校野球部OB会会長　菊池太陽
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編集後記

感謝の誌代  敬称略

田中一雄／75大商卒 …………………………………………10,000円

桜美林学園�同窓会だより�208号　発行日： 2023年9月25日　発行： 桜美林学園同窓会　〒194-0294  東京都町田市常盤町3758　☎ 042-797-1632

※掲載されている卒業年は、全て年度表記としております。　※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

Information

※ 上記の行事予定の詳細はそれぞれのウェブサイトをご確認ください。

2024 
20歳を祝う会・茶話会✿� 1月  8日（月・祝）

八王子�リ・ユニオン✿� 1月27日（土）

千葉県�リ・ユニオン✿� 2月  3日（土）

これからの行事予定

2023 
広島�リ・ユニオン✿� 10月  7日（土）

山形支部�発会式✿� 10月21日（土）

大学祭（町田キャンパス）� 10月28日（土）・29日（日）

高校剣道部創部60周年記念式典� 10月29日（日）

大学祭（新宿キャンパス）� 11月  4日（土）・  5日（日）

沖縄�リ・ユニオン✿� 11月18日（土）

相模原�リ・ユニオン✿� 11月25日（土）

✿印は同窓会主催

事務局からのお知らせ

転居など、個人情報の変更手続きは、同窓会ウェブサイトの専用
フォームをご活用ください。ウェブサイトをご覧になれない方は、
桜美林学園同窓会事務局までご連絡ください。
お電話でのお問い合わせ／☎042-797-1632（平日9：00～16：00）
ファックスでのお問い合わせ／☎042-797-3897
メールでのお問い合わせ／alumni@obirin.ac.jp
ウェブサイト／https://www.obirin.jp/alumni

個人情報の取り扱いについて

同窓会では個人情報につきまして、学園のプライバシーポリシーに
基づき厳重な管理をしております。過去に発行された名簿の保管に
は充分ご注意いただき、第三者への譲渡や販売はお控えください。
またDMや電話から、その企業へ名簿を提供した業者が特定できた
場合、お申し出により名簿記載事項の削除を求めることができます。
ご不明な点は事務局までお問い合わせください。

同窓会Facebookのご案内

桜美林学園同窓会のFacebookでは、同窓会や学園の最新情報、在
校生・卒業生の活躍などをお伝えしております。詳細はFacebook
のウェブサイトから「桜美林学園同窓会」で検索いただくか、下記
QRコードよりアクセスをお願いいたします。
フォロー、お待ちしております！

＠ Obirin.alumni.official

町田支部（町田さくらまつり参加時の募金） ……11,153円
渡辺雅人／78大経卒 ………………………………10,000円
中野美津子／86高校卒 ……………………………10,000円
木林澪子／63短家卒 ………………………………10,000円
2023年度賀寿礼拝出席者より ……………………23,618円
松崎千絵／00短生卒、三井園子／98高校卒 …10,000円

ご寄付いただいた皆さま 敬称略

message 敬称略

渡辺雅人／78大経卒　創立100周年おめでとうございま
す。また100周年にちなんだ同窓会企画「桜の園日本一計
画」は、桜美林たらしめるすばらしい企画だと思います。
桜の園日本一計画に拍手喝采です。これでこそ文字通り、
桜美林が桜美林たる所以になります。日本一の桜の美しい
学園になってください。

学園創立100周年記念事業として、多くのご賛同をいた
だき感謝申し上げます。2023年6月末までにご寄付いた
だいた方々とメッセージを掲載いたします。また、〈桜の

〈桜の園日本一計画〉へのご寄付について

園日本一計画〉のご案内と桜植樹の進捗状況
は、同窓会ウェブサイトに掲載しています。
右記QRコードよりアクセスください。

新型コロナの感染症法上の位置付けが5月8日に5類感染症に移行
し、イベントの開催制限や施設の使用制限等々の取り組みが廃止さ
れ行動制限がなくなりました。こうした中で、2023 総会&リ・ユ
ニオンは4年ぶりに対面で開催することができました。当日は天候
にも恵まれ、集われた皆さんの輝く笑顔を学園創立者・清水安三先
生にも見守っていただいているような気がしてなりませんでした。
私は4年前、桜美林大学を卒業後33年目にして初めて総会&リ・
ユニオンに参加。世代を超えての交流に感動し、オベリンナーの一
員としての誇りを持つことができました。これから総会&リ・ユニ
オンには毎年参加しようと思っていた矢先のコロナ禍で、この3年
間は開催が見送られ、それだけに今回の開催の喜びはひとしおです。
この間、私は同窓会の幹事になり、広報委員として「同窓会だより」
の発行にも携わるようになりました。活動の中で「オベリンナーの
絆はどこよりも固く」を実感する日々です。今後も皆
さんに喜ばれる「同窓会だより」にしていけるよう努
力・精進してまいります。 広報副委員長　石川和広
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